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皆さんこんにちは。BAYAN日本支部を代表して、米軍基地の存在、および、民衆の権利と尊

厳に対する攻撃に反対するこの毎年の行動に集まった岩国の方々、そして様々な地域から集まっ

た皆さんに熱く、最も戦闘的な挨拶を送ります。 

 

日本だけでなくアジアからすべての米軍基地を撤去しようという皆さんの闘いは、真の平和と

主権のための闘いです。それは、権力を使って自らの利権をさらに拡大しようとする帝国主義に

対する闘いです。世界資本主義の危機が強まる中で、基地は抑圧のシンボルになっています。そ

れは日本でもフィリピンでも同じです。フィリピン民衆は皆さんと同じように軍事基地と闘い、

米国外で最大だった米軍基地を追い出すことに成功しました。しかし、米国の独占資本家たちは

フィリピンに舞い戻ることをやめようとしませんでした。米国は、米比訪問軍協定（VFA）や米

比防衛協力強化協定（EDCA）を通して、実質的にフィリピン全体をひとつの大きな米軍基地に

変えてしまいました。 

 

私たちは共通の敵に対して闘っています。皆さんの闘いは私たちの闘いであり、私たちの闘い

は皆さんの闘いでもあります。私たちは共に世界の抑圧された民衆に属しています。帝国主義は

私たち共通の搾取者であり、したがって共通の敵です。 

 

日本とアジアから米軍基地を撤去しようという皆さんの運動は、独占資本家たちから見れば、

日本の民衆の生活と主権を絶対的に支配しようという彼らの利害にとっての直接の攻撃と映って

います。それは新しいことではなくて、またフィリピンでも同様です。 

 

帝国主義を背景にしたドゥテルテ政権の新自由主義政策に反対し続けてきたために、現在、私

たちのような活動家が攻撃にさらされています。しかし、攻撃している者たちが処罰されること

はありません。合法的な大衆運動の活動家たちが超法規的殺害、違法逮捕、強制失踪などの人権

に侵害にさらされており、フィリピンは宣言なき戒厳令の状態にあります。 

 

最もあからさまな弾圧がさる 10月 31日に起こりました。偽造された証拠とデッチアゲの罪で

一挙に 57人が逮捕されたのです。ドゥテルテ大統領の指示で、警察と軍隊により、バヤンム

ナ、ガブリエラ、全国さとうきび労働者組合の事務所が捜索を受け、農民運動のリーダー、労働

組合の活動家、人権活動家、文化労働者、ジャーナリスト、女性の権利のために闘っている活動

家らが違法に逮捕されました。その時そこにいただけの一般個人や未成年も逮捕されました。 

 

ドゥテルテの大統領就任以来、活動家に対する超法規的殺人が 266件、超法規的殺人の未遂事

件が 404件、強制失踪が 10件、逮捕されその後釈放された事例が 1850件、逮捕され勾留続け

ている事例が 593件あります。 

 

ドゥテルテ大統領は世界に対して再度、彼が人権を尊重せず、法の支配を無視していることを

示しました。権力を使って政府とその反民衆的政策を批判する者たちを黙らせようとすること

で、ドゥテルテ大統領は世界でも史上最悪の暴君であることを示したのです。 

 



恐怖を植え付けて、民衆に政府に対する抗議や批判をあきらめさせるというのが、フィリピン

民衆に対する人権侵害のパータンです。しかし、私たちフィリピン民衆は黙り込むことはできま

せん。社会正義、平和、自由、民主主義を求める民衆運動に対する攻撃はこれからも続くでしょ

う。私たちは日本の友人の皆さんが私たちと共にこの暴君、独裁者と闘うことを呼びかけます。 

 

私たちは日本がフィリピンへの最大の ODA供与国であることを強く憂慮しています。同時に

私たちは、2015年に調印された日本とフィリピンの防衛協力強化の覚書についても危機感を抱

いています。それらがフィリピン民衆の市民的・政治的権利の侵害の手段として使われているか

らです。 

 

それゆえ私たちは、民衆に悲惨な状況をもたらしている様々な問題を解決するのではなく、民

衆を殺害し、民衆の権利を奪っているドゥテルテ政権に関して、安倍政権がそれに寛容であった

り、援助したりするのを止めさせる、それを日本の皆さんの道徳的義務として訴えたいと思いま

す。 

 

日本の労働者を搾取し、経済的・維持的権利のために闘っている労働組合を弾圧している安倍

やその取り巻きたちと同様に、富める者がますます富み、大多数の貧しい民衆はますます貧しく

なるという現在のフィリピン経済の状態の中で、ドゥテルテ政権はその権力を固めようとしてま

すます絶望的なあがきをしています。 

 

それゆえ私たちは、連帯関係にある日本の友人の皆さんが、フィリピン民衆のために声を上げ

てくれることを訴えます。人権を擁護し、平和や自由、民主主義、社会正義のために闘っている

人々が現在、その自らの活動のために攻撃にさらされており、支援を必要としています。 

 

日本とフィリピンの民衆には多くの共通の課題があります。私たちは皆、帝国主義の犠牲者で

す。民衆を守り、帝国主義を打ち倒して、帝国主義のくびきからの民衆の解放を勝ち取るため

に、私たちは連帯をさらにいっそう強化していかなくてはなりません。 

 

団結した民衆は決して負けない！ 

国際連帯万歳！ 


